
評価＝授業の成績
＋レポート（12/21に配布）

ただし、出席は可・不可かのボーダー
には考慮します。なお、眠い状態で
演習に臨むのはおすすめしません。
眠い人は寝ましょう。http://www.kuri
ms.kyoto-u.ac.jp/~tshun/2016a.html
から演習への要望等が送れます。
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(2) mxn 行列 A について、 rank A はある r 次小行列式が消えない最大の r

： rank も決定!(e.g.)

(3) 特に A が nxn 行列なら、det A≠0 ⇔ rank A = n ⇔ A-1 が存在
： 可逆行列かどうか決定!

少なくとも rank A ≧ 2 が保証される。

例えば なら
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(1) 多重線形性：任意の 1≦i≦n について、ai について線型

(2) 交代性：2つの列が一致すれば 0

(3) 正規化条件：det En = 1

さらに、関数 F : { nxn 行列} → K が、(1)と(2)を満たすならば、F = F(En) det

“要するに、多重線形＆交代的な、正方行列上の関数は行列式の定数倍”
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